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図Ⅱ－１　現場地籍図
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図Ⅱ－２　調査位置図
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図Ⅱ－３　特定産業廃棄物平面分布
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図Ⅱ－５　特定産業廃棄物の鉛直分布状況図Ⅱ－５　特定産業廃棄物の鉛直分布状況



図Ⅱ－６　各測線における鉛直分布状況
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図Ⅱ－７　判定基準値超過範囲の設定における考え方図Ⅱ－７　判定基準値超過範囲の設定における考え方
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表3-1　　　　医療系廃棄物調査結果のまとめ

廃棄物区分

廃棄物の
見かけ単位
容積重量
平均値
（t/m3）

医療系廃棄物
混入率
平均値※
（①重量ベー
ス）

医療系廃棄物
混入率
平均値※
（②容量ベー
ス）

医療系廃棄物の埋積状
況

主要な調
査地点

備考

バーク堆肥主体 0.81 0.13% 0.28%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。

Ｐ－Ｍ１，
Ｍ２，Ｍ
７，Ｍ８，
Ｍ１２，Ｍ
１３，Ｍ１
４，Ｍ１５、
Ｗ１，Ｗ２

一時仮置場や中間処理
施設内の覆土部（盛土）
では医療系廃棄物の混
入は確認できなかった
が、その他の調査地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

焼却灰主体 0.91 0.40% 1.09%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。特に注射針は溶
融残渣状（焼却による注
射容器の溶融）の径
20cm程度の塊の中に含
まれているケースが多
かった。

Ｐ－Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
１，Ｍ１２，
Ｍ１６，Ｍ
１７，Ｍ１８

中間処理施設周辺の高
盛土部（P-M16）では医
療系廃棄物の混入は確
認できなかったが、その
他の調査地点では医療
系廃棄物の混入が確認
された。

RDF様物主体 0.68 0.25% 0.56%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針もい発見され、
RDF様物中あるいはそ
の縁辺部に点在して埋
積されている。

Ｐ－Ｍ３，
Ｍ４，Ｍ
５，Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
０

調査地点すべての地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

※混入率0％の地点のデータを除いて算出

医療系廃棄物は材料や大きさ等異なり、また混入率が低いことから機械選別は困難と考えられ、手選別によっても多大な労力
と危険を伴うことから、実質廃棄物中から医療系廃棄物のみを分別することは困難と判断される。

分別困難な医療系廃棄物が含まれる廃棄物は、特別管理産業廃棄物とすることが妥当と考えられる。

 

凡 例 

   ：医療系廃棄物が分布する可能性が低い地点 
 
      ：医療系廃棄物を確認した地点 
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図Ⅱ―８ 医療系廃棄物調査結果 

 

表3-1　　　　医療系廃棄物調査結果のまとめ
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医療系廃棄物
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（①重量ベー
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医療系廃棄物
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医療系廃棄物の埋積状
況

主要な調
査地点
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バーク堆肥主体 0.81 0.13% 0.28%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
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ている。
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施設内の覆土部（盛土）
では医療系廃棄物の混
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が、その他の調査地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

焼却灰主体 0.91 0.40% 1.09%
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他の調査地点では医療
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された。
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の縁辺部に点在して埋
積されている。

Ｐ－Ｍ３，
Ｍ４，Ｍ
５，Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
０

調査地点すべての地点
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※混入率0％の地点のデータを除いて算出
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図Ⅱ―９　有害産業廃棄物の鉛直分布状況
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図Ⅱ－１０　医療系廃棄物調査状況写真
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表Ⅱ表Ⅱ--３　廃棄物汚染分析結果３　廃棄物汚染分析結果
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鉛直遮水工、
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場内道路断面図１ 
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場内道路断面図２ 
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雨水排水断面図 
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浸出水管断面図 
図Ⅲ―８ 
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浸出水処理施設・防災調整池断面図 
図Ⅲ―１０ 
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浸出水貯留池断面図 
図Ⅲ―１１ 
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浸出水導水管断面図 

図Ⅲ―１２ 
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ｐＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ Ｔ－Ｎ ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

－ mg/l mg/l mg/l mg/l pg-TEQ/l

(原水水質)

5.0～9.0 900 550 250 250 40

曝気により、ＶＯＣを除去。

－ － － － － －

原水の貯留・水質の調整、前処理

処理水量の調整

－ － － － － －

アルカリ側で重金属、ＳＳの除去。

－ － － － － －

有機性汚濁物質（ＢＯＤ、Ｔ-Ｎ）の除去。

－ 60 － － 60 －

膜分離により、ＳＳを除去。弱酸性領域の凝集
剤でＣＯＤ除去を促進。

－ － － 10 － －

オゾン等の酸化力により溶解性ダイオキシン
類、膜分解性ＣＯＤの分解。

－ － － － － 1

活性炭吸着により、ＣＯＤ成分を除去。

－ － 90 － － －

重金属の選択的吸着除去。

－ － － － － －

滅菌。
(処理水質)

6.0～8.0 60 90 10 60 1

浸 出 水 処 理 プ ロ セ ス と 水 質 設 定 値

消 毒 処 理 工 程

重 金 属 ｷ ﾚ ｰ ﾄ 吸 着 処 理 工 程

活 性 炭 吸 着 処 理 工 程

原 水 槽

凝 集 沈 殿 処 理 工 程

生 物 処 理 工 程

凝 集 膜 ろ 過 処 理 工 程

（ 放　流 ）

浸 出 水 貯 留 池

Ｖ Ｏ Ｃ 対 策 施 設

化 学 的 分 解 処 理 工 程

（ 浸 出 水 ）

（

処
理
水
質
を
満
足
し
な
い
場
合
は
再
処
理
）
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区間区間AA

区間区間BB

図Ⅲー１４図Ⅲー１４鉛直遮水工鉛直遮水工 設置断面図設置断面図
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図Ⅲ－１５図Ⅲ－１５
撤去計画　対策エリア区分撤去計画　対策エリア区分
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原状回復事業 年度別工事計画 
H15 H16 H17 H18 
第１年度 第 2年度 第 3年度 第 4年度 

廃棄物の撤去 

廃棄物の撤去、 
再利用できるもの 
については住民 
の理解を得た上 
で現地再利用。 

①場外搬出処理処分 
（焼却・溶融等） 
②現地再利用 

対象区画のｼｰﾄを剥 
がして廃棄物を撤去 

撤去作業計画 計 
11,000 28,000 28,000 29,000 671,000 

51 130 130 135 

5 13 13 14 

年度別事業費 （単位：百万円） 計 
1, 750.4 2,862.5 2,728.4 3,794.7 43,418.0 

備考 
第 5年度 

  

H24 
第 10 年度 

H21 
第 7年度 

H23 
第 9年度 

  

項目 工法等 

95,800 

45 

鉛直遮水工 
場内道路工 
表面遮水工 
浸出水集排水施設 
浸出水沈砂池 
場内雨水貯留池 
廃棄物仮置場整備 

目的 

446 全量撤去 
  

H19 

95,800 

45 

446 446 

H22 
第 8年度 

  

H20 
第 6年度 

  

95,800 撤去量（ｍ ３ /年） 

搬出車両台数（台/日） 45 

95,800 

撤去量（ｔ/日） 

45 

447 446 446 

45 45 

B 
エリア 
156,000ｍ 3 

Ａ エリア 
仮置場  33,000m 3 
中間処理場 63,000m 3 

 E 
ｴﾘｱ 
12,000 
m3 Ｄ 

エリア 
212,000ｍ 3 

年間 215 日稼動、 
搬出車両： 
  10ｔダンプ 
単重：1.0ｔ/ｍ 3 
 と想定 

浸出水処理施設稼働 → 

応急表面遮水工 
浸出水処理施設 
浸出水調整施設 
浸出水導水施設 
防災調整池 

現状及び廃棄物 
撤去時における 
汚染拡散防止 
（浸出水量削減、 
浸出水処理、遮 
水） 

①表面遮水工 
②鉛直遮水工 
③浸出水処理施設 
④その他 

  

C 
エリア 
136,000ｍ 3 

  

96,000 95,800 

5,373.8 5,373.8 5,333.6 

汚染拡散防止対策 

  

5,453.2 5,373.8 5,373.8 

  

Ｆ 
エリア 
59,000 
ｍ 3 

図Ⅲ―１６ 
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図Ⅶ－１　水質モニタリング位置図（現場内）



 

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年
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図Ⅶ－２ 水質モニタリング位置図（周辺）

ア－21 

ア－12 

 
※ 
熊 原 川

ア－20 

２９



 

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年
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図Ⅶ－３ 大気質モニタリング位置図
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図Ⅶ－４　騒音・振動モニタリング位置図

А-４　田子地区

А-３　関地区

А-２　上郷地区

不法投棄現場
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